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ロスは 1265 年ごろ（？）に生まれ、1300 年ごろコンスタンティノープルで活
躍した（floruit）由。翻訳者・学者（算術に関する著作もあった）として知ら
れたマクシモス・プラヌデス（c. 1255 - c. 1305）に師事し、自ら著作を行ない
もした（例えば魔方陣に関する著作2）。1305/6 年に或る政治的なトラブルに
 
1 Alice-Mary TALBOT, art. “Moschopoulos, Manuel”, in: Alexander P. KAZHDAN (editor in chief), The 
Oxford Dictionary of Byzantium, vol. 2, New York & Oxford: Oxford University Press, 1991, p. 1414 
(continuous pagination). 
2 Peter G. BROWN, “The Magic Squares of Manuel Moschopoulos”, Convergence 2 (2005). この雑誌（オ
ンライン雑誌ゆえ、論考にはページ数の表記はない）に関する説明は次のとおり（出典は
https://www.maa.org/press/periodicals/convergence/about-convergence ） 。 「 Convergence: Where 
Mathematics, History, and Teaching Interact, is the MAA［The Mathematical Association of Americaの
こと。戸田註記］’s free online journal about the history of mathematics and its use in teaching. Aimed 
at teachers of mathematics at both the secondary and collegiate levels, Convergence includes topics from 
grades 8-16 mathematics, with special emphasis on topics from grades 8-14: algebra, combinatorics, 
synthetic and analytic geometry, trigonometry, probability and statistics, elementary functions, calculus, 
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巻き込まれて投獄されており、牢屋の中からの書簡が残っている3。 






















differential equations, and linear algebra.」 
3 BROWN, art. cit., “Biographical Details”. 
4 Lionello LEVI, “Cinque lettere inedite di Emanuele Moscopulo (Cod. Marc. Cl. XI, 15)”, Studi italiani di 
filologia classica 10 (1902), pp. 55-72. 第 5書簡は pp. 64-68に収められている。これら 5つの書簡
はイタリア・ヴェネツィアの国立サンマルコ図書館（Biblioteca nazionale Marciana）所蔵の写
本に保存されている由。なお、TALBOT, art. cit. によるとモスコプロスの書簡は 8 つ現存すると
のことで、Levi 校訂のこの 5 つに加えて、すぐあとで引用する Ševčenko の論考に載っている 3
つの書簡を足し合わせて 8つ、ということのようである。 
5 I. ŠEVČENKO, “The Imprisonment of Manuel Moschopoulos in the Year 1305 or 1306”, Speculum 27 
(1952), pp. 133-157（ID., Society and Intellectual Life in Late Byzantium, London: Variorum Reprints, 
1981 の第 IX 論文として収録されてもおり、筆者はこちらを参照した）。なお、論考の中で
Ševčenko は Levi校訂の 5つの書簡のそれぞれについて、それらを含む他の写本の情報を指摘し
ている（註 5、7、9、23a、26a及び 27）。 



































































6 「彼（裁判官）に対して悪く言う」の原文は καταφέρεται δικαστοῦ。意味がとりにくいが、E.A. 
SOPHOCLES, Greek Lexicon of the Roman and Byzantine Periods, Hildesheim: Georg Olms, 1992 (repr. of 
1914), p. 649 s.v. に「καταφέρω = φέρω κατά τινος」とあるのを参照して、こう解釈した。 





















































8 このあたり原文は ἕως δ' ἄν τις μετ' ἀνθρώπων οἰκῇ βασιλεῖ διοικουμένων καὶ βασιλεῖ εὐσεβεστάτῳ 
καὶ ᾧ τὰ σκῆπτρα ὁ θεὸς ἔδωκεν, ὅρκον ἐξ ἀνάγκης ὀφείλει δοῦναι. となっているが、カンマを移動し
て、... βασιλεῖ διοικουμένων, καὶ βασιλεῖ εὐσεβεστάτῳ καὶ ᾧ τὰ σκῆπτρα ὁ θεὸς ἔδωκεν ὅρκον ... と解釈
した。 
9 「もし誤らないように」以下の原文は εἰ μὴ παραπαίως ἐθέλοιεν. παραπαίως という単語（副詞と
思われる）は辞書になく意味不明だが、近傍の単語である παραπαίω（動詞）との類推からこの
ように解した。 














































いる？）と記した上で、註 10と註 11でそれぞれ訳出したギリシア語文を載せている。 
